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克
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一
、
序

日
本
語
の
歴
史
の
上
に
於
い
て
、
漢
音
は
ど
の
様
に
定
着
し
、
ど
の
様
に
伝
承
さ
れ
て
来
た
の
か
。
漢
音
の
定
着
及
び
伝
承
に
は
、
「
反
切
」

が
ど
の
様
な
形
で
関
与
し
て
来
た
の
か
。
漢
音
と
は
何
か
を
考
え
て
行
く
と
、
そ
の
様
な
問
題
が
浮
か
び
上
っ
て
来
る
。

（1）

そ
う
い
う
問
題
の
一
端
に
つ
い
て
先
稿
で
取
り
上
げ
て
み
た
。
そ
こ
で
は
、
漢
音
と
古
辞
書
・
音
義
の
反
切
音
注
と
が
ど
の
様
な
関
係
を

有
し
て
い
た
か
を
考
え
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
更
に
具
体
的
に
、
蒙
求
読
調
音
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
平
安
～
鎌
倉
時
代
の
漢
音

に
対
し
て
反
切
に
よ
る
学
習
音
が
ど
の
様
な
形
で
介
入
し
た
か
、
換
言
す
れ
ば
、
読
詞
伝
承
漢
音
は
反
切
音
に
よ
っ
て
、
ど
う
い
う
面
が
ど



の
程
度
修
正
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
を
考
察
し
、
以
て
漢
音
と
い
う
も
の
の
性
格
を
よ
り
一
層
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

二
、
蒙
　
　
求

（2）

本
稿
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
蒙
求
は
、
日
本
漢
音
を
考
え
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

蒙
求
一
巻
は
、
唐
の
安
平
の
李
瀞
撰
に
な
り
、
そ
の
成
立
は
確
定
は
し
難
い
様
で
あ
る
が
、
玄
宗
朝
八
七
一
二
～
七
五
六
）
の
元
宝
五
年

（2）

八
七
四
D
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

本
邦
へ
の
伝
来
が
何
時
頃
で
あ
っ
た
か
．
を
正
確
に
資
料
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
そ
の
読
詞
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
音
の
内

部
徴
象
か
ら
す
れ
ば
、
奈
良
朝
末
～
平
安
朝
初
頭
に
、
そ
の
頃
の
中
国
語
の
読
み
方
と
共
に
伝
来
し
た
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
平
安

（
八
一
〇
～
八
二
三
）

朝
初
頭
伝
来
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
書
陵
部
蔵
古
注
本
蒙
求
の
法
眼
謙
宜
の
識
語
に
「
此
蒙
求
上
巻
一
冊
者
弘
仁
之
頃
　
渡
候
書
軟
」
と

有
っ
て
、
や
は
り
江
戸
時
代
の
学
者
も
説
い
て
い
る
。
史
実
と
し
て
確
実
な
記
事
は
、
「
三
代
実
録
」
の
元
慶
二
年
八
八
七
八
）
に
貞
保
親
王

（4）

が
橘
広
相
の
侍
読
に
よ
っ
て
学
習
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

扮
、
こ
の
蒙
求
は
、
四
字
一
句
で
中
国
の
故
事
を
列
挙
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
全
五
九
六
句
よ
り
成
っ
て
い
る
。
総
字
数
二
三
八
四
字
、

異
り
字
数
は
一
≡
六
字
と
な
る
。
現
存
す
る
蒙
求
の
標
題
本
（
別
に
標
題
四
字
一
句
の
各
々
の
内
容
を
注
釈
し
た
古
注
本
等
が
有
る
）
は
、
全
て

漢
音
で
直
読
し
て
い
る
か
ら
、
伝
来
以
後
、
ま
ず
本
文
を
音
読
す
る
事
か
ら
学
習
す
る
と
い
う
伝
統
が
有
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
本
論
文
で
使
用
し
た
豪
求
諸
本

ま
ず
次
下
に
、
本
稿
で
使
用
し
た
蒙
求
字
音
点
諸
本
の
要
点
を
記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

（5）

0
　
長
承
本
蒙
求
一
巻

築
島
裕
博
士
に
よ
れ
ば
、
本
書
に
は
三
種
の
点
が
有
る
。
以
下
そ
れ
を
加
点
順
に
①
②
③
と
す
る
。

読
詞
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入

一
五
九
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六
〇

①
天
暦
頃
朱
点
1
八
十
二
行
目
ま
で
振
仮
名
が
所
々
に
加
え
ら
れ
、
全
巻
に
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
韻
書
な
ど
に
よ
る
音
注
は
一
例

も
加
え
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

②
長
承
三
年
点
－
奥
書
「
長
承
三
年
十
二
月
廿
七
日
（
花
押
）
／
僧
琳
免
之
本
也
」
に
対
応
す
る
も
の
で
、
天
暦
頃
失
点
と
異
な
る
墨
声
点

が
所
々
に
加
え
ら
れ
、
墨
振
仮
名
が
全
巻
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
恐
ら
く
別
本
の
声
点
と
仮
名
を
移
点
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

尚
、
反
切
注
が
一
箇
所
加
え
ら
れ
て
い
る
。

③
院
政
末
～
鎌
倉
初
期
点
－
②
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
墨
振
仮
名
が
全
巻
の
所
々
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
恐
ら
く
別
本
の
移
点
で
あ

ろ
う
。
反
切
注
は
一
例
も
加
え
ら
れ
て
．
い
な
い
。

（6）

㊤
　
聖
語
蔵
本
蒙
求
一
巻

鎌
倉
初
期
の
墨
筆
に
よ
る
振
仮
名
の
み
。
六
十
六
行
目
ま
で
加
点
さ
れ
、
以
下
加
点
は
無
い
。
別
本
（
恐
ら
く
院
政
期
加
点
本
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
）
　
の
移
点
作
業
が
途
中
で
中
断
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
反
切
注
は
一
例
も
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

（

7

）

　

　

　

　

　

　

　

（

マ

マ

）

㊦
　
建
保
本
蒙
求
一
巻
－
奥
書
「
建
永
元
季
年
者
／
聖
主
嗣
賛
暦
之
第
八
季
微
臣
侍
御
讃
之
第
三
季
也
今
奉
授
此
／
書
改
新
寓
此
本
以

先
親
博
我
之
訓
今
日
及
授
　
君
之
説
抑
／
又
藤
黄
門
者
累
代
師
於
　
天
子
自
親
／
於
我
家
借
其
澄
本
重
所
見
合
也
烏
我
後
博
此
本
之
者
努

（
マ
マ
）

≧
／
勿
許
勿
許
他
見
而
己
／
瀞
林
主
人
菅
在
判
／
建
保
六
季
十
月
以
厳
親
御
本
書
寓
畢
／
同
寓
鮎
了
／
以
累
代
之
謹
本
書
焉
鮎
交
早
　
道

（
一
二
〇
六
）

順
」
。
右
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
建
永
元
年
に
菅
原
為
長
八
二
五
六
～
一
二
四
六
）
が
侍
読
の
為
に
家
説
に
よ
っ
て
加
点
し
た
新
写
本
を
用
意

し
た
。
（
そ
の
加
点
の
際
、
親
交
の
有
っ
た
藤
黄
門
（
日
野
資
実
力
）
か
ら
そ
の
謹
本
を
借
用
し
て
見
合
し
た
）
。
以
上
の
本
を
祖
本
と
し
て
、
建
保
六

年
に
書
写
移
点
が
行
わ
れ
、
更
に
後
に
道
順
（
未
詳
）
に
よ
っ
て
書
写
移
点
さ
れ
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
道
順
書
写
移
点
が
い

つ
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
文
の
片
仮
名
字
体
等
を
判
断
材
料
に
す
れ
ば
、
鎌
倉
末
期
頃
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
墨
振
仮

名
が
全
巻
に
、
墨
声
点
（
●
と
○
）
が
一
〇
九
行
目
ま
で
加
点
さ
れ
、
韻
書
か
ら
の
音
注
が
多
数
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

⑳
　
康
永
本
葉
求
一
巻
1
奥
書
「
康
永
二
二
年
五
月
九
日
書
焉
之
託
／
貞
和
元
年
十
二
月
廿
七
日
以
秘
本
一
校
早
／
同
廿
八
日
錬
仰
了
／



（

一

三

四

五

）

　

　

　

　

　

（

一

三

四

五

）

貞
和
二
年
大
束
廿
一
日
授
駒
一
麿
既
／
託
／
直
範
」
。
康
永
四
年
書
写
移
点
、
貞
和
元
年
校
合
さ
れ
た
も
の
。
全
巻
に
墨
振
仮
名
と
墨
声
点
が

有
る
。
韻
書
に
よ
る
反
切
注
が
巻
首
部
に
二
例
有
る
。
そ
の
他
、
錬
仰
・
授
与
の
際
に
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
種
々
有
る
。

四
、
豪
求
読
請
音
の
性
格

扮
、
以
上
0
・
㊤
・
㊦
・
◎
諸
本
の
振
仮
名
及
び
声
点
を
抜
き
出
し
て
、
こ
れ
を
切
韻
1
所
謂
中
古
音
－
の
体
系
に
投
影
す
る
作
業
を
行

っ
た
所
謂
分
韻
表
を
作
成
し
た
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
等
蒙
求
の
字
音
に
は
中
古
音
の
体
系
と
ず
れ
る
部
分
が
存
在
す
る
。
こ
の

ず
れ
の
部
分
は
、
体
系
的
に
ず
れ
る
も
の
と
、
個
別
的
に
ず
れ
る
も
の
と
が
存
在
す
る
。
以
下
に
簡
単
に
そ
の
点
を
説
明
し
て
お
く
。

（8）

①
体
系
的
に
ず
れ
る
部
分

ィ
、
蒙
求
の
字
音
が
軽
唇
音
化
に
伴
う
拗
介
音
の
脱
落
を
反
映
し
た
為
の
ず
れ
。
若
干
例
を
示
す
。

フ

ウ

　

　

　

　

ホ

ウ

　

　

　

フ

ウ

　

　

　

ボ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

ウ

　

　

　

キ

ウ

○
東
韻
－
風
（
非
母
）
、
豊
（
敷
）
、
礪
（
奉
）
、
目
（
明
）
等
。
非
軽
唇
音
化
字
は
忠
（
知
）
、
窮
（
見
）
、

音
は
脱
落
し
な
い
。

ホ

ウ

　

　

　

ホ

ウ

　

　

　

ホ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

ヰ

ヨ

ウ

○
鍾
韻
－
封
（
非
）
、
鋒
（
敷
）
、
奉
（
奉
）
等
、
非
軽
唇
音
化
字
は
恭

し
な
い
。

シ

ウ

　

　

　

　

イ

ウ

終
（
照
）
、
雄
（
干
）
　
の
如
く
拗
介

ヨ
ウ

（
見
）
、
共
　
（
群
）
、
邑
　
（
影
）
、
容
（
喩
）
　
の
如
く
拗
介
音
は
脱
落

ロ
、
蒙
求
の
字
音
が
侯
韻
明
母
字
の
模
韻
化
を
反
映
し
た
為
の
ず
れ
。

ボ

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

ウ

　

　

　

ト

ウ

　

　

　

ト

ウ

　

　

　

コ

ウ

母
。
明
母
字
以
外
は
部
（
並
）
、
斗
（
端
）
、
頭
（
定
）
、
鈎
（
見
）
　
の
如
く
本
の
侯
韻
の
形
を
保
つ
。

ハ
、
蒙
求
の
字
音
が
幽
韻
の
尤
韻
化
を
反
映
し
た
為
の
ず
れ
。

キ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ウ

礼
（
見
）
、
幽
（
影
）
。
日
本
漢
字
音
の
中
で
も
切
韻
時
代
の
音
を
反
映
す
る
呉
音
で
は
、
中
古
音
の
体
系
に
従
っ
て
、
幽
韻
－
膠
・
謬
・

エ

ウ

　

エ

ウ

　

　

　

　

チ

ウ

　

チ

ウ

幽
・
幼
－
尤
韻
－
憫
・
昼
の
如
く
明
瞭
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

読
諦
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入
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蒙
求
の
字
音
が
濁
声
母
の
清
音
化
を
反
映
し
た
為
の
ず
れ
。

チ

ク

　

　

　

　

　

チ

ヨ

ウ

　

　

　

　

　

カ

ウ

　

　

　

　

ス

イ

　

　

　

　

　

ク

ヰ

（
東
韻
定
母
）
、
軸
（
屋
・
澄
）
、
重
　
（
鍾
・
澄
）
、
降
（
経
匝
）
、
随
（
支
・
邪
）
、
達
（
脂
・
群
）
等
。

豪
求
の
字
音
が
鼻
音
声
母
の
非
鼻
音
化
を
反
映
し
た
為
の
ず
れ
。

一
六
二

ボ

タ

　

　

　

　

　

ジ

ウ

　

　

　

　

　

バ

ク

（
屋
・
明
）
、
目
（
屋
・
明
）
、
戎
（
東
・
日
）
、
邁

ジ

　

　

　

　

　

　

ビ

　

　

　

　

　

　

ジ

（
覚
・
明
）
、
児
（
支
・
日
）
、
眉
（
脂
・
明
）
、
耳
（
止
・
日
）
、

ヂ

ヨ

　

　

　

　

　

ド

女
（
語
・
娘
）
、
怒
（
姥

プ

泥
）
、
無
（
虞
・
微
）
等
。
念
の
為
に
付
記
す
れ
ば
、

マ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ン

モ

ウ

　

　

　

　

　

モ

ウ

　

　

　

　

ノ

ウ

以
下
が
こ
の
事
象
の
例
外
の
全
て
で
あ
る
。
豪
（
東
・
明
）
、
濠
（
同
上
）
、
農
（
冬

泥
）
、
邁
（
央
・
明
）
、
門
（
魂
・
明
）
、
滴
（
禰
・
明
）
、
面
（
線
・
明
）
、
星
（
元
・
微
）
、
満
（
緩
・
明
）
、
嚢
（
唐
・
泥
）
、

メ

イ

　

　

　

　

　

メ

イ

　

　

　

　

メ

イ

　

　

　

　

　

マ

ウ

　

　

　

　

　

ネ

イ

　

　

　

　

　

ネ

イ

　

　

　

　

　

ナ

ム

明
（
庚
・
明
）
鳴
（
同
上
）
、
命
（
敬
い
明
）
、
萌
（
耕
・
明
）
、
寧
（
青
・
泥
）
、
密
（
径
・
泥
）
、
南
（
軍
・
泥
）
）
。

マ
ウ孟

　
（
敬
・
明
）
、

以
上
、
体
系
的
に
ず
れ
る
部
分
の
主
な
点
に
つ
い
て
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
様
な
ず
れ
の
存
す
る
理
由
は
、
蒙
求
の
字
音
が
、
中
古

音
を
母
胎
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
後
の
唐
代
の
長
安
音
－
こ
れ
を
秦
音
と
呼
ぶ
－
を
母
胎
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
我
々
は

古
来
、
蒙
求
読
諦
音
の
様
な
系
統
の
字
音
を
漢
音
と
呼
称
し
て
来
た
。
要
す
る
に
、
漢
音
は
中
古
音
で
は
な
く
奏
者
を
母
胎
に
し
た
漠
字
音

で
あ
る
の
で
あ
る
。

②
個
別
的
に
ず
れ
る
部
分

中
古
音
1
切
韻
音
－
を
基
準
に
見
て
、

カ

ク

　

　

　

　

　

　

　

レ

イ

0
①
‥
駁
（
覚
・
常
）
、
暁
（
寅
・
禅
）
、

そ
れ
と
ず
れ
る
も
の
を
各
資
料

ケ

イ

　

　

　

　

化

イ

劾
（
怪
・
渓
）
、
桂
　
（
琴
・
見
）
、

各
点
種
別
に
抜
き
出
す
と
次
の
如
き
も
の
が
有
る
。

カ

タ

　

　

　

　

　

　

シ

ウ

競
（
豪
・
匝
）
、
装
（
陽
・
荘
）
、

ヰ

ヨ

ウ

　

　

　

　

　

　

フ

（
H
）
②
③
‥
饗
　
（
送
・
影
）
、
棒
（
腫
・
敷
）
、

ケ

キ

　

　

　

　

　

タ

イ

　

　

　

　

　

ハ

イ

郡
（
脂
・
徹
）
、
墜
（
至
・
澄
）
、
駁
　
（
尾
・

化

イ

　

　

　

　

シ

ユ

ン

ス

イ

従
）
、
桂
　
（
舞
・
見
）
、
沌
　
（
混
・
定
）
、

ヒ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

ン

　

　

　

　

　

　

ス

偶
（
侃
）
　
（
翰
・
渓
）
、
突
（
翰
・
清
）
、
輸

セ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ヰ
ヨ
ウ

繚
（
燭
・
邪
）
、
薙

ウ

敷
）
、
烏
（
模
・
影
）
、

ウ

ン

　

　

　

　

　

　

ヰ

ン

温
（
魂
・
影
）
、
損リ

ン

（
翰
）
　
（
翰
・
匝
）
、
憐

マ

ウ

　

　

　

　

火

ク

（
鍾
・
影
）
、
鹿
（
江
・
並
）
、
擢

ホ

　

　

　

　

　

　

ス

ウ

甫
（
糞
・
非
）
、
邦
（
虞
・
知
）
、

ケ

ン

　

　

　

　

　

　

ヱ

ン

（
混
・
心
）
、
限
（
産
・
匝
）
、
燻

テ

ツ

サ

ツ

（
先
・
来
）
、
裁
　
（
屑
・
従
）
、

（覚・澄）、

針ソ
タ捉

カ
ン干

（
虞
・
干
）
、

火
ン

（
元
・
暁
）
、
勧

キ
チ譲

（
層
・
匡
）
、

n
ソ
ン

（
候
・
見
）
、
填
（
感
・
来
）

ケ
イ

（
覚
・
荘
）
、
項
（
講
・
匿
）
、

ケ

イ

　

　

　

　

　

サ

イ

劾
（
怪
・
渓
）
、
斉
（
斉
・

セ
ツ

（
願
・
渓
）
、
禎
（
月
・
微
）
、

ク

ヱ

ン

　

　

　

　

　

タ

ヱ

ン

還
　
（
働
・
厘
）
、
堰
　
（
換
・



ラ
イ

見
）
、
膠
　
（
豪
・
来
）
、

ケ
キ

（
静
・
喩
）
、
聾
（
昔
・

見
）
、
斗
（
厚
・
端
）
、

ヰ
ヨ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
ヨ
ウ

鷹
　
（
蒸
∴
影
）
、
應

ウ
ン
テ
ン

㊤
‥
雲
梯
（
斉
・
透
）
、

ヰ
ヨ
ウ

穿
）
、
鷹
　
（
蒸
・
影
）

イ
ヨ
ウ

㊤
‥
璽
　
（
送
・
影
）
、

ハ
ク

（
之
・
従
）
、
市
（
止
・

ク
ワ
ン

暁
）
、
勧
　
（
願
・
渓
）
、

ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヤ
ク

カ
ウ自

　
（
暗
・

常
）
、
鋸

シ
ウ噺

（
候
・

従）、合（
隔

心）、タ
ム

、
肱

キ
ウ灸

　
（
満
・
照
）
、

キ
ヤ
ウ

見
）
、
傾
　
（
清

ヘ
イ康

（
唐
・
渓
）
、

キ
ヤ
ク

l
渓
）
、
隔
　
（
麦

火
ク鶴

　
（
鐸
・
匝
）
、

セ
キ

・
見
）
、
慎
（
麦

カ
ウ仰

（
養
・
疑
）
、

チ
ヤ
ク

・
初
）
、
脚
　
（
昔

セ

キ

　

　

　

　

　

セ

キ

　

　

　

　

　

エ

キ

鵠
（
薬
・
清
）
、
析
（
隋
・
澄
）
、
邪

テ

ツ

　

　

　

　

コ

タ

　

合

・
澄
）
、
溺
（
錫
・
泥
）
、
梱
（
麦
・

（
置
・
影
）
、
肱

サ
イ斉

（
斉
・
従
）
、

ク
・
ワ仇

合（
登 （

尤
・
群
）
、

リ

ウ

　

　

　

　

　

　

シ

ム

箱
（
宥
・
澄
）
、
構

へ
イ

チ
ウ陳

・見）

テ

ウ

ス

ヰ

ユ

ン

（
真
・
澄
）
重
、
沌
　
（
混
・
定
）
、

（
侵
・
知
）
、
填
（
感
・
来
）
、
部
（
燈
・
定
）
、
秤
（
秤
）
　
（
謹
・
穿
）
、

カ

ウ

セ

ウ

　

　

　

　

ク

ヱ

ン

　

　

　

　

　

ラ

ン

　

　

　

　

　

ソ

ン

シ

ヤ

ウ

江
泉
（
仙
・
従
）
、
堰
　
（
換
・
見
）
、
時
（
辞
・
来
）
、
孫
綽
　
（
薬
・

ク
ン董

　
（
董
・
端
）
、

キ

禅
）
、
李
　
（
止

エ
ン媛

（
元
・
暁
）
、

シ
ヤ
ク

リ
ツ衆

（
東
・
照
）
、

フ

来
）
、
補
（
姥

H
ソ
ン憐

（
先
・
来
）
、

シ

ス嵩
（
東
‥
心
）
、

カ
ウ

・
常
）
、
庚
（
愛

セ
キ蔵

（
屑
・
従
）
、

テ
ィ

ケ
ム奉

（
腫
・
奉
）
、

サ
イ

・
喩
）
、
斉
（
斉

シ

ヨ

ク

　

　

　

　

　

　

　

リ

ウ

屍
　
（
燭
・
暁
）
、
龍
（
東
・
来
）
、

シ

ユ

ン

　

　

　

　

　

　

ソ

ン

・
従
）
、
沌
　
（
魂
・
定
）
、
遵
（
詳

ヒ
ッ比

（
旨

・精）、

ク
ヱ
ン

l
常
）
、
慈

ラ
ウ竿

（
早
・

ホ帽
（
号
・
明
）
、

シ
ヤ
ク

ケ

イ

　

　

　

　

　

リ

ヤ

ウ

顔
（
暗
・
匝
）
、
狼
　
（
唐

来）、
シ
ヨ
ウ象

　
（
養
・
邪
）
、

影
（
梗
・
影
）
、
隔
　
（
麦
・
見
）
、
債

シ
キ

奉
）
、
識
（
職
・
審
）

（
麦
・
初
）
、
整
（
静
・
照
）
、
鄭
（
昔
・
澄
）
、
錫
　
（
錫
‥
心
）
、

シ
ウ斗

（
厚
・
端
）
、

キ
ヨ給

（
紆
・
見
）
、

⑳
‥
嵩
（
東
‥
心
）
、
郁
　
（
脂
・
徹
）
、

シ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ン

瀬
（
軟
）
　
（
候
・
心
）
、
構
（
療
・
知
）
、

サ

イ

　

　

　

　

ク

ワ

ン

ケ

ン

　

　

　

　

ク

ワ

ン

　

　

　

　

シ

ヤ

ウ

斉
（
斉
・
従
）
、
勧
　
（
願
・
渓
）
、
煩
　
（
元
・
暁
）
、
床

ト

タ

　

　

　

　

　

ヰ

ヨ

ウ

匿
（
職
・
嬢
）
、
鷹
　
（
蒸
・
影
）

（
陽
・
淋
）
、
新
（
薬
・
荘
）
、
帽

シ氾　（凡・

合

（
麦
・
見
）
、

（
尚
、
右
例
の
摘
出
に
お
い
て
は
、
音
韻
変
化
に
関
わ
っ
て
出
現
し
た
も
の
や
サ
行
音
の
直
音
表
記
な
ど
は
取
り
挙
げ
て
い
な
い
）
。

扮
、
右
に
指
摘
し
た
個
別
的
な
ず
れ
の
例
の
中
に
は
、
体
系
と
し
て
異
な
る
呉
音
の
混
入
や
音
符
に
よ
る
類
推
読
み
・
字
体
の
誤
認
・
異

本
か
ら
の
移
点
に
際
し
て
漢
字
体
は
そ
の
ま
ま
で
仮
名
の
み
生
か
し
た
た
め
の
ず
れ
、
等
々
種
々
の
性
格
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
な
ぜ
こ
れ

等
の
ず
れ
が
生
じ
た
か
は
、
従
っ
て
、
一
々
に
つ
い
て
別
に
検
討
す
る
必
要
が
有
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
こ
う
い
う
例
が
出
現
す
る

こ
と
は
、
こ
の
種
の
文
献
に
お
け
る
読
講
が
、
一
字
一
字
に
つ
い
て
然
る
べ
き
拠
り
所
に
従
う
検
証
を
経
て
行
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な

読
諦
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
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一
六
四

く
、
伝
承
さ
れ
た
ま
ま
の
読
詞
音
に
従
っ
た
り
、
或
い
は
経
験
的
に
慣
用
し
て
い
る
個
々
の
字
音
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る

（9）
点
で
あ
る
。

こ
の
様
に
考
え
て
来
る
と
、
結
局
、
蒙
求
の
読
諦
音
は
唐
代
長
安
音
を
母
胎
に
し
て
そ
れ
が
口
授
口
調
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
い

う
基
本
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
事
が
出
来
る
。
こ
れ
を
読
諦
伝
承
漢
音
と
呼
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

五
、
学
習
の
方
法
－
－
書
注
の
典
拠
－

所
で
、
右
に
見
た
「
伝
承
」
と
い
う
概
念
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
「
学
習
（
乃
至
「
研
究
」
）
」
と
い
う
概
念
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

当
面
の
問
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、
二
子
一
字
の
漠
字
音
を
「
韻
書
」
等
の
反
切
に
よ
っ
て
学
習
し
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。
漠
字
音
を
知
る
方

法
と
し
て
反
切
を
利
用
す
る
こ
と
は
上
代
か
ら
行
わ
れ
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
見
ら
れ
る
訓
点
資
料
の
反
切
音
注
の
書
き
込
み
は
、
そ

の
学
習
の
跡
を
明
瞭
に
残
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（10）

以
上
の
様
な
考
え
方
に
立
脚
し
て
、
本
稿
で
問
題
と
し
た
諸
資
料
の
反
切
（
及
び
同
音
字
）
注
の
有
無
を
見
る
と
、
（
H
杏
に
一
例
の
書
入

れ
、
㊤
に
一
八
八
例
の
書
入
れ
、
⑳
に
二
例
の
書
入
れ
、
が
見
ら
れ
、
こ
の
中
で
、
多
量
の
書
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
㊦
に
関
し
て
言
え
ば
、

少
く
と
も
、
そ
の
書
入
れ
が
有
る
と
い
う
事
実
か
ら
見
れ
ば
、
伝
承
漢
字
音
に
学
習
漢
字
音
が
介
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
反
切
に
よ
る
学
習
漢
字
音
が
ど
の
様
な
介
入
の
仕
方
を
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
、
こ
こ

で
先
ず
問
題
に
な
る
の
が
、
書
入
れ
に
利
用
さ
れ
た
「
反
切
」
が
ど
の
様
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

我
が
国
で
漢
字
音
学
習
に
使
用
さ
れ
た
の
は
、
「
玉
篇
」
「
一
切
経
音
義
」
「
切
韻
（
諸
本
有
り
）
」
が
主
要
な
三
大
典
拠
で
あ
る
が
、
㊤
建
保

本
蒙
求
で
利
用
さ
れ
た
の
は
「
切
韻
」
系
の
韻
書
の
一
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
建
保
本
書
入
れ
例
）

①
蜜
烏
貢
反

5

1

行

目

（
宋
本
広
韻
）

－
○
念
烏
貢
切
五
賓
聖
・



②
嵩
息
弓
反

③
僕
茄
木
反

④
踪
誓
反

⑤
翼
音
恭

⑥
襲
居
龍
反

⑦
縦
子
用
反

⑧
辣
息
摂
反

⑨
績
則
歴
反

⑩
紙
背
欲

4

7346442714335342

－
○
嵩
息
弓
切
九
…

－
○
暴
蒲
木
切
十
二
曝
…
僕
…

－
○
茸
蔵
宗
切
十
一
環
…

－
○
恭
九
容
切
…
攣
：

ー
○
縦
子
用
切
又
子
容
切
二
…

－
○
懐
息
洪
切
十
辣
…

－
○
績
則
歴
切
四
…

－
○
欲
余
萄
切
九
浴
箪
：

（
以
下
省
略
）

甲
願
【

⑤
翼
は
旧
系
切
韻
で
は
冬
韻
に
置
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
例
に
よ
っ
て
、
利
用
さ
れ
た
韻
書
が
新
切
韻
の
系
統
に
入
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
「
唐
韻
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
、
現
存
「
広
韻
」
と
非
常
に
近
い
系
統
の
一
本
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
0

所
で
、
こ
の
「
広
韻
」
が
反
映
す
る
音
韻
体
系
は
、
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
様
に
、
「
切
韻
」
の
体
系
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
中
古
音
－
六
朝
末
～
隋
の
標
準
音
1
の
音
韻
体
系
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
反
切
を
蒙
求
の
読
詞
に
利
用

し
た
こ
と
は
、
参
考
図
に
示
し
た
様
に
、
秦
音
を
母
胎
に
し
た
漢
音
に
対
し
て
、
体
系
の
異
な
る
反
切
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
。

要
す
る
に
、
蒙
求
伝
承
漢
音
と
反
切
音
と
は
音
韻
体
系
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
様
に
体
系
上
矛
盾
を
有
す
る
反
切
が
、
実

際
上
ど
う
い
う
所
ま
で
伝
承
漢
音
に
介
入
し
て
い
た
の
か
が
問
題
に
な
っ
て
来
る
。

読
訴
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入
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一
六
六

踏
　
襲

（
参
　
考
　
図
）

貢
回
且
惜
順
接
回
且
膵

異
体
系

六
、
反
切
音
の
介
入

①
反
切
・
同
音
字
注
と
仮
名
音
形
と
の
関
係

建
保
本
に
加
点
さ
れ
て
い
る
反
切

墾

蕾

反

　

5

1

　

掛

息

弓

反

輿
ウ
音
恭
　
4
4
　
輿
ウ
居
龍
反

同
音
字
注
は
以
下
の
如
く
で
あ
る

（
東
韻
以
下
分
韻
順
に
用
例
を
示
す
）
。

4

　

射

蔵

宗

反

7

2

　

射

ウ

息

摂

反

－

か
承
紙
反

葉
九
利
反

瀞
直
吏
反

訃
音
尉

書
又
音
所
奇
反

2

4

　

降

古

巷

反

2

6

　

智

凡

反

489

n
H
H
U

181

郵
直
禁

か
鋤
里
反

響
居
反

撃
呂
反

22

9

0

7680078

邁
美
角
反

撃
音
至

卦
以
酔
反

か
音
似

二
川響

藁
巨
其
巨
反

46333602

り
一

り
ノ
ー

ハ
h
H
U

n
H
H
U

13886

瞥
補
木
反

縦
子
用
反

か
渠
綺
反

掛
承
矢
反

卦
以
酔
反

訃
相
吏
反

凱
十
魚
反

巨
普
巨

口
旺
r

73146788

r
J

nHHU
1655879



掛
表
古
反

中
五
故
反

軒
放
雨
反

鋸
而
主
反

那
古
拝
反

断
嘉

辛
．
∵

酎
在
蓋
反

配
所
額

－
三
P鵜

ン
音
屯

輿
将
倫
反

輿
音
峻

配
傭
豊
又

輿
虞
遠
反

即
都
寒
反

都
常
演
反

射
昨
結
反

影
待
秀
反

435393125169242

1

623

445886814049636

掛
徒
古
反

轡
局

椙
直
主
反

輿
ウ
而
遇
反

射
鏡
振

酷
博
計
反

撃
音
快

覿
孟
反

撃
遠

野
彙

輿
青
春

鮮
於
粉
反

酎
弥
尭
反

，

Y

一撃
亮

粥
呼
早

那
直
列
反

酎
胡
結
反

撃
霞

0142

5

n

U

り
－

nHHHU
4430

0
18654295257499204246536

街
音
戸

轡
日
儒

酎
七
句
反

射
苦
亥
反

僻
五
稽
反

精
五
計
反

≡
】
口郡

蓋
反

響
星

型
日
頻

那
ッ
音
骨

輿
音
旬

那
衛
物
反

那
ッ
苦
口
反

鋸
ン
音
券

配
諸
延
反

欝
識
列
反

墾
古
段
反

射
覧
反

411

nHHU

10905589116
一
6
2

80
0

0902

ハ
h
H
U

n
H
H
U

120
0

2709180225

戸
後
古
反

炉
扶
雨
反

断
痩
句
反

楷
苦
骸
反

酎
都
礼
反

射
郎
帝
反

封
五
蓋
反

融
杜
根

凱
之
忍
反

那
苦
骨
反

輿
子
峻
反

酎
胡
暗
反

究
音
煩

38

709

媛ケ
ン菱餅ク

ワ患セ
チ蒸

テ
願
反

居
催
反

部
田
反

ン
音
管

而
悦
反

161365563396935348146

1759614

読
議
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入



剰
古
老
反

響
到
反

翳
厩
反

響
妙
反

伽
徒
可
反

射
古
果
反

瀞
博
賀
反

酎
在
各
反

撃
昌
両
反

撃
人
漂

据
客
庚
反

射
音
盈

懸
違
反

腎
閉
脚

耶
蒲
口
反

智
品

証
・
、
・

酎
七
感
反

鎌
　
倉
　
時

lnHHU
lr

J

071nXHU

nHHU

126060
U

3つ
JO580

0
676083294516347

撃
到
反

響
到
反

邪
宗
反

警
部
反

中
苦
反

車那
苦
果
反

㌫

　

㍉

酎
和
□
反

撃
両
反

郎
ク
去
約
反

射
丘
敬
反

箭
普
静

那
丈
厄
反

都
古
定
反

射
所
祐
反

覿
殖
酉
反

訳
許
金
反

射
慮
成
反

研
　
究5898911892930622

つ
JO1129811287381833517

椚
呼
老
反

鮎
漂
反

響
凸

醗
子
肖
反

鋸
五
禾
反

計
［
］
反

闘
苦
浪
反

舶
ウ
直
両
反

貼
府
妄
反

酎
ク
昌
的
反

離
去
戟
反

那
疾
正
反

射
直
政
反

輿
則
歴
反

射
以
周
反

怒
完
反

就
楚
讐

鮮
楚
拾
反

04415756

98

4

1535022141115314516

野
島

郡
市
沼
反

響
番
反

要
於
咲
反

酔
徒
果
反

幣
下
反

恕
烏
浪
反

酎
ウ
即
両
反

撃
莞

輿
苦
譲
反

鋸
苛
逆
反

鮎
必
益
反

離
之
石
反

7

nHHU
O7901

郎
ヤ
ク
ク
ワ
ク
古
妊
反

．
．
甲
　
　
　
又
．

99

轡
日
劉

警
祐
反

響
量

配
職
廉
反

古
対
反

7

nHHU

115127312195849941り
・
－

り
一

16636682



瞥

倹

　

　

1

0

6

　

配

志

郎

胡

讐

　

　

8

5

　

猷

胡

禁

喝

余

陵

反

　

4

5

　

櫓

髭

望

虫

3

5

　

酎

古

協

反

　

　

1

0

0

　

配

都

監

反

1

0

3

　

喋

孟

　

　

9

　

鋸

徒

亘

反

9955

1

0

4

　

配

ク

女

力

反

　

4

8

　

輿

魚

力

反

　

2

7

以
上
が
中
国
側
の
韻
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
音
注
の
全
て
で
あ
る
が
、
で
は
、
仮
名
音
注
と
の
関
係
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
今
、
反
切
の
上
字
下
字
を
漢
音
で
読
ん
で
被
注
字
の
字
音
形
を
導
き
出
す
も
の
と
考
え
て
、
両
者
の
関
係
を
見
る
と
、
矛
盾
す
る
も
の

の
比
率
は
少
な
い
。
そ
れ
は
両
者
が
共
に
漢
字
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
然
で
は
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
、
矛
盾
す
る
も
の
が
有
る
と
い
う
事

実
で
あ
る
。
分
り
易
い
例
を
若
干
示
し
て
み
る
。

卦
以
酔
反
覇
古
段
反
か
徒
果
反
疇
苦
諮
反

右
の
様
な
例
は
、
反
切
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
は
ず
の
字
音
形
と
振
り
仮
名
の
字
音
形
が
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
反
切
音
形
は
採
用
さ

れ
ず
、
所
謂
伝
承
漢
音
の
ま
ま
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
資
料
で
は
、
反
切
の
書
き
込
み
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
反
切
を
適
用
し
て
当

該
字
の
字
音
形
を
導
き
出
し
て
読
ん
で
行
く
と
い
う
具
体
的
な
作
業
は
行
わ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
に
指
摘
し
た
、
蒙
求

漢
音
と
反
切
音
に
体
系
上
の
差
違
の
存
す
る
部
分
に
お
い
て
、
反
切
音
に
よ
っ
て
蒙
求
漢
音
を
改
変
し
て
行
く
様
な
こ
と
も
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
、
軽
唇
音
化
に
係
わ
る
音
韻
変
化
の
部
分
に
つ
い
て
言
え
ば
、
蒙
求
漢
音
で
は

フ
ウ
　
　
ホ
ウ
　
　
フ
ウ
　
　
ホ
ウ
　
　
フ
タ
　
　
フ
タ
　
　
　
　
　
三

風
・
豊
・
裾
・
鳳
・
伏
・
鵬
　
（
以
上
東
韻
の
例
）

フ

　

　

フ

　

　

フ

不
・
負
・
富
（
以
上
尤
韻
の
例
）

な
ど
の
様
に
拗
介
音
の
脱
落
し
た
秦
音
に
沿
っ
た
形
で
あ
っ
て
、
中
古
音
の
「
風
方
戎
反
」
或
い
は
「
不
前
場
反
」
の
様
な
反
切
か
ら
導
か
れ
る

は
ず
の
「
ヒ
ウ
」
　
の
形
は
一
切
出
現
し
て
は
い
な
い
。

ヘ

イ

　

　

　

　

　

シ

ヨ

ウ

只
一
例
「
秤
子
卒
反
又
昌
陵
反
象
1
0
4
」
の
例
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
、
「
秤
」
字
に
加
え
ら
れ
た
反
切
「
子
挙
反
又
昌
陵
反
（
シ
ョ
ウ
）
」
を
「
象
」

字
の
反
切
と
誤
解
し
て
そ
の
反
切
か
ら
導
い
た
音
を
加
え
た
為
に
結
果
的
に
開
合
の
誤
っ
た
音
形
が
出
現
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て

読
諭
漢
音
に
於
け
る
学
習
書
の
介
入



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇

こ
の
例
は
、
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
読
訴
伝
承
者
に
反
切
音
が
介
入
し
た
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
一
方
か
ら
見
れ
ば
、
こ

の
例
は
、
「
鋸
㌫
議
笛
」
の
複
数
音
異
義
字
の
場
合
の
文
脈
上
の
解
釈
作
業
に
係
わ
っ
て
出
現
し
た
様
な
例
と
同
じ
く
、
全
体
か
ら
見
れ
ば

特
殊
例
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

従
っ
て
、
結
論
的
に
言
え
ば
、
こ
の
種
の
読
雨
音
の
場
合
に
は
そ
の
伝
承
漢
音
の
音
形
を
反
切
に
よ
っ
て
改
変
し
て
中
古
音
の
体
系
に
戻

す
と
い
う
様
な
作
業
は
行
わ
れ
ず
、
反
切
音
の
介
入
は
殆
ど
無
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

②
反
切
と
声
調
と
の
関
係

次
に
、
反
切
と
蒙
求
漢
音
と
の
声
調
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

反
切
が
示
す
中
古
音
と
漢
音
の
母
胎
と
な
っ
た
秦
音
と
の
体
系
の
ず
れ
る
部
分
と
し
て
重
要
な
も
の
に
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
に
係
わ
る

部
分
が
有
る
。
中
古
音
の
上
声
全
濁
字
は
唐
代
に
入
っ
て
漸
次
去
声
化
し
始
め
、
唐
代
末
期
の
長
安
標
準
音
で
は
去
声
化
が
ほ
ぼ
完
了
し
た（13）

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
秦
音
は
そ
の
去
声
化
の
過
程
に
あ
っ
て
、
そ
の
秦
音
を
母
胎
に
し
た
日
本
漢
音
に
も
こ
の
去
声
化
が
反
映
し
て
い
る
。

そ
し
て
蒙
求
読
詞
で
も
当
然
の
事
な
が
ら
、
中
古
音
上
声
全
濁
に
去
声
の
声
点
の
加
え
ら
れ
た
も
の
が
数
多
く
出
現
し
て
い
る
。
中
古
音
の

声
調
体
系
と
蒙
求
読
調
音
の
声
調
体
系
は
ず
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
反
切
に
よ
っ
て
声
点
を
加
点
す
れ
ば
、
こ
こ
で
も
改
変
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
実
態
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
建
保
本
の
中
古
音
上
声
全
濁
字
の
中
で
反
切
の
加
え
ら
れ
て
い
る
例
と
、
反
切
の
加
え
ら
れ
て
い
な
い
例
に
分
け
て
実
例
を
示
し

て
み
る
。

◎
反
切
の
加
え
ら
れ
た
字

（
長
承
本
）

1

妓

　

7

6

2

氏

　

2

6

（
建
保
体
）

妓
渠
綺
反

氏
承
紙
反

（
康
永
本
）

磯氏



氏

3
貯

4
視

5
1士士

6
祀7

F

8
距

9
拒

1
0
博

1
1
杜杜杜杜杜

1
2
㌢

1
3
耐

1
4
冥

9019886313160100679

nHHU

nHHU

1401738384653

氏雉
直
凡
反

訂
承
矢
反

士
鋤
里
反

士士
（
声
点
ナ
シ
）

巳
音
似

一
価F

童
反

巨
音
巨

口
忙
r

巨
音
巨

＋
√
J簿

表
古
反

杜
徒
古
反

氏雉視士士士祀巨巨口
甚巨

・
七
つ簿

（
上
声
点
に
合
点
ア
リ
）

杜杜杜杜

4187

戸
後
呂
反

耐
音
戸

父
扶
雨
反

杜杜杜杜杜戸枯冥

読
諭
漢
音
に
於
け
る
学
習
書
の
介
入

一
七
一



1

5

輔

　

9

3

1

6

柱

　

1

0

1

鳩

　

5

1

7

悌

　

1

5

1

8

善

　

4

0

善

　

9

5

1

9

第

　

6

3

2

0

顕

　

1

0

7

2

1

飽

　

1

4

紺

　

4

8

い
‥
l
　
小

2

2

紹

　

7

0

2

3

堕

　

1

0

7

∵

　

汁

2

4

杖

　

5

1

個
　
那

2

5

靖

　

1

1

2

6

部

　

4

9

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語

輔
放
雨
反

軒

雲

反

軒
直
主
反

悌
音
第

討
常
延
反

封訂
持
充
反

堅
品

紺
薄
巧
反

㈲飽
（
声
点
ナ
シ
）

紆
市
沼
反

瞥
徒
果
反

堕
（
声
占
ヂ
ソ
）

訂
直
両
反

杖靖
音
静

部
蒲
口
反

研
　
究輔柱柱悌封

一
七
二

討幕
（
上
声
占
正
合
点
ア
リ
）

瀾紺紺紺紆町野杖杖囁部



2
7
負負討負

書．．瑠璃
2
9
倹倹

3
0
訂

5117991

り
J

10
0

30
0

36nHHU
IP

n
U

n
H
U

ln
X
U

O13nHHU
l

l

口

］

　

　

7

3

ヌ

J

　

　

5

負
音
婦

負負負
声
点
ナ
シ
）

璃許
殖
酉
反

璃倹
巨
険

倹訂
胡
慧

㌣
音
義

Y

4

ノ

負負負負計討訂傾倹檻口
］

ズ

4

J

中
古
音
上
声
全
濁
字
で
、

建
保
本
で
反
切
注
の
加
え
ら
れ
た
例
は
以
上
の
3
1
字
で
あ
る
。
同
じ
字
が
何
回
か
出
現
す
る
場
合
、
右
に
見
ら

れ
る
様
に
、
大
旨
初
出
字
に
反
切
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
初
出
字
の
反
切
注
は
後
出
字
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
見
て
処
理

す
る
こ
と
と
し
た
。

以
上
を
数
量
的
に
処
理
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。

去 上
去

上
声 声
点 両

点
点

52 3 22
長
承
本

8 41 91
建
保
本

43 2 41
康
永
本

読
諦
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

一
七
四

参
考
ま
で
に
右
の
中
で
反
切
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
字
の
み
に
限
定
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。

◎
反
切
の
加
え
ら
れ
て
い
な
い
字

（
長
承
本
）

3

2

奉

　

7

9

‥
㌣
－
仙

一
…
二
川
一

3

3

項

　

4

5

3

4

被

　

2

6

紛

　

7

5

紛
　
1
1
9

3

5

市

　

4

1

摘

　

6

5

軒
　
1
0
6

3

6

底

　

4

（
建
保
本
）

奉奉
（
振
仮
名
ケ
ン
）

軒琴
去
声
に
合
点
）

被被被
（
声
点
ナ
シ
）

軒
（
去
声
に
合
点
）

市軒
（
振
仮
名
バ
ク
）

底

（
康
永
本
）

翠奉奉項被被被市市市底



3

7

衆

　

4

9

3

8

憤

　

1

1

7

3

9

桟

　

1

4

3

4

0

限

　

1

4

4

4

1

践

　

1

0

7

4

2

飯

　

1

3

0

釘

　

1

4

4

4

3

排

　

2

0

轢

　

1

1

8

4

4

断

　

3

4

断

　

1

0

3

4

5

道

　

4

7

甘
7
0

4

6

造

　

5

6

訂

　

7

5

4

7

白

　

1

4

2

4

8

浩

　

1

4

9

4

9

漣

　

3

3

衆
（
声
点
ナ
シ
）

障
（
声
点
ナ
シ
）

桟
（
声
点
ナ
シ
）

限
（
声
点
ナ
シ
）

践飯
（
声
点
ナ
シ
）

飯
芦
点
ナ
シ
）

排舞
（
声
点
ナ
シ
）

断断道卦訂訂自
（
声
点
ナ
シ
）

軒超

訂隊欄限践飯紺排塀断断封封訂訂白浩ヽ
ヽ超

（浩）

読
詞
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入

一
七
五



訂
　
7
1

紆
　
9
4

紆
　
9
5

い
　
川

．
㍍
＝
L

5

0

坐

虫

　

1

2

0

一
㌦

5

1

禍

虫

　

1

2

0

5

2

下

　

1

3

下

　

4

7

7

　

5

1

7

　

6

5

下

　

9

0

踊
　
臓

5

3

夏

　

6

7

5

4

社

　

5

2

5

5

后

　

1

0

堀

　

3

4

塙

　

5

8

超過適

代

週
（
声
点
ナ
シ
）

超
（
声
占
ナ
ン
）

坐
（
声
点
ナ
シ
）

坐
（
声
点
ナ
シ
）

禍
（
声
点
ナ
シ
）

下下下下下下
（
声
占
デ
ソ
）

夏社堀訂堀

語
　
研
　
究遭遇遭超過哩か瀾下下下下下下夏社紆紆訂



堀堀
5
6
紺

5
7
許

5
8
瀾

5
9
瀾憎昔訂訂苑

虫
88399

9371111125327296

541

訂訂紺紆甚
（
声
点
ナ
シ

潤甘苑
2
3

潤訂罷
（
声
点
ナ
シ

訂訂肘紆構湛
（
上
声
点
に
合
点

訂訂訂訂訂

以
上
を
数
量
的
に
処
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

去 上
去

上
声 声
点 両

点
点

32 7 52
長
承
本

62 5 01
建
保
本

14 1 81
康
永
本

班
、
こ
こ
で
、
先
の
反
切
注
が
加
え
ら
れ
た
字
の
加
点
実
態
〈
表
1
〉
と
右
の
〈
表
3
）
と
を
比
較
し
て
の
顕
著
な
相
違
は
、
長
承
本
と

康
永
本
と
は
両
表
と
も
同
じ
様
な
分
布
比
率
を
示
す
の
に
対
し
て
、
建
保
本
は
分
布
比
率
が
大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
即

読
諭
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入
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一
七
八

ち
、
建
保
本
で
は
（
表
1
）
の
反
切
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
字
の
場
合
は
上
声
点
に
加
点
さ
れ
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
（
表
3
）
の

反
切
注
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
字
の
場
合
は
去
声
点
に
加
点
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
然
も
そ
の
比
率
は
康
永
本
の
場
合
と
ほ
ぼ
等
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
結
局
、
建
保
本
の
場
合
は
、
切
韻
系
韻
書
の
反
切
が
示
す
声
調
に
よ
っ
て
声
点
を
改
め
て
加
点
し
た
も

の
が
有
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
端
的
に
う
か
が
わ
れ
る
の
は
、
用
例
番
号
3
雉
、
6
祀
、
8
距
、
9
拒
な
ど
の
例
で
あ
っ
て
、

こ
れ
等
の
字
の
伝
承
漢
音
の
声
調
は
去
声
化
し
た
も
の
で
、
長
承
本
や
康
永
本
で
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
建
保
本
で
は
反
切
に

よ
っ
て
、
古
い
中
古
音
の
上
声
に
人
為
的
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
、
建
保
本
で
は
、
反
切
音
に
よ
る
声
調
の
改
変
と
い
う
形
で
、
学
習
音
の
介
入
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

所
で
、
長
承
本
・
建
保
本
・
康
永
本
の
三
資
料
の
上
声
全
濁
字
全
て
を
改
め
て
総
計
表
に
纏
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

3

表＋l懐

右
の
中
、
長
承
本
の
声
点
は
天
暦
頃
加
点
の
朱
点
が
中
心
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
上
去
両
点
字
の
一
方
は
実
は
長
承
三
年
加
点
の
後
筆

の
声
点
で
あ
る
。
先
の
実
例
番
号
1
1
・
1
2
・
2
6
・
4
3
・
4
5
・
4
6
・
5
2
・
5
4
・
5
5
・
6
0
の
一
方
が
長
承
三
年
点
で
あ
る
。
内
訳
は
、
天
暦
点
上

声
を
長
承
点
去
声
に
直
し
た
も
の
九
字
、
天
暦
点
去
声
を
長
承
点
上
声
に
直
し
た
も
の
二
子
、
で
あ
る
。
従
っ
て
、
実
際
の
天
暦
点
の
上
声

全
濁
字
は
、
上
声
5
6
字
、
去
声
4
9
字
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
上
声
を
保
つ
度
合
が
や
や
高
い
声
調
体
系
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
出
来

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
初
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
長
承
点
は
朱
点
と
異
な
る
場
合
に
限
っ
て
加
点
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る

か
ら
、
長
承
点
加
点
者
（
乃
至
移
点
な
ら
そ
の
移
点
祖
本
）
　
の
上
声
全
濁
字
は
、
上
声
4
8
字
・
去
声
5
7
字
と
な
り
、
去
声
化
の
度
合
が
高
い

声
調
体
系
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
日
本
漢
音
の
中
に
、
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
の
比
率
の
異
な
り
に
応
じ
て
、
種
々
層
が
有



（14）

っ
た
ら
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
か
つ
て
言
及
し
た
所
で
あ
る
。
こ
の
考
え
に
従
え
ば
、
天
暦
点
と
長
承
二
年
点
と
は
声
調
体
系
が
異
な
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

同
様
に
建
保
本
の
上
去
両
点
字
を
、
読
詞
漢
音
の
も
と
の
声
調
が
去
声
で
、
そ
れ
を
反
切
に
従
っ
て
上
声
に
修
正
し
た
例
と
考
え
て
、
も

と
の
姿
に
直
し
て
み
る
と
、
上
声
2
9
字
、
去
声
5
3
字
と
な
っ
て
、
こ
れ
も
や
は
り
去
声
化
し
た
比
率
の
高
い
声
調
体
系
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

康
永
本
に
は
反
切
注
が
二
例
し
か
加
点
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
反
切
に
よ
る
学
習
が
実
質
的
に
ど
の
様
な
影
響
を
与
え
た
も
の
か
は
判
然

と
し
な
い
が
、
上
去
両
点
字
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
字
と
も
上
声
点
＝
即
ち
韻
書
の
反
切
の
声
調
＝
に
合
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
建

保
本
と
実
質
的
に
は
同
性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
同
様
に
処
理
し
て
み
る
と
、
も
と
の
姿
は
、
上
声
3
2
字
、
去
声
7
8
字
と
な
り
、
や
は
り

去
声
化
の
比
率
が
高
い
声
調
体
系
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
処
理
は
全
て
延
べ
出
現
字
数
に
よ
る
処
理
で
あ
る
が
、
単
純
に
異
り
字
数
に
よ
っ
て
処
理
し
て
み
る
と
結
局
左
の
よ
う
に
な
り
、

長
承
三
年
点
・
建
保
本
・
康
永
本
の
三
本
が
天
暦
点
と
は
別
の
去
声
化
の
比
率
の
高
い
声
調
体
系
を
有
す
る
同
系
統
の
漢
音
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

扮
、
建
保
本
の
声
調
体
系
は
も
と
も
と
上
声
全
濁
字
が
去
声
化
し
た
比
率
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
こ
に
出
現
し
た
上
去
両
点

字
は
、
も
と
去
声
で
あ
っ
た
も
の
を
反
切
に
よ
っ
て
上
声
に
修
正
し
た
も
の
と
解
釈
出
来
る
の
で
、
上
去
両
点
1
9
字
を
上
声
に
修
正
し
た
結

読
講
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入
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某
は
、
単
純
に
計
算
す
る
と
、
上
声
対
去
声
が

2

4

対

4

8

1

4

3

対

2

9

の
如
く
、
上
声
を
保
つ
比
率
の
非
常
に
高
い
も
の
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
声
調
へ
の
反
切
の
介
入
は
、
単
な
る
個
別
的
な

問
題
に
留
ま
ら
ず
、
い
わ
ば
、
秦
音
の
声
調
体
系
を
中
古
音
の
声
調
体
系
へ
修
正
す
る
と
い
う
結
果
を
導
き
出
し
た
こ
と
に
な
る
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

声
調
の
方
面
に
つ
い
て
、
蒙
求
読
諦
漢
音
と
反
切
音
と
の
間
で
最
も
顕
著
な
差
違
を
見
せ
る
上
声
全
濁
字
に
限
っ
て
以
上
の
検
討
を
行
っ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
字
に
つ
い
て
も
、
反
切
に
よ
っ
て
声
調
を
修
正
し
た
場
合
が
有
り
、
そ
れ
等
は
結
果
的
に
は
同
様
に
中
古
音

の
声
調
へ
人
為
的
に
修
正
し
た
も
の
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

建
保
本
で
は
一
八
八
例
ほ
ど
の
反
切
（
同
音
字
）
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
平
声
字
・
入
声
字
に
加
え
ら
れ
た
も
の
は
比
率
的
に
低
く
、

上
声
字
・
去
声
字
に
加
え
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。
上
声
字
の
中
で
も
全
濁
字
に
加
え
ら
れ
た
も
の
が
異
常
に
多
い
。
こ
の
様
な
傾
向
を
示
す

の
も
、
伝
承
読
諦
漢
音
に
お
け
る
上
声
と
去
声
の
間
の
ゆ
れ
や
就
中
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
と
い
う
現
象
が
現
実
の
問
題
と
し
て
存
在
し
、

そ
れ
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
韻
書
の
反
切
が
拠
り
所
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

七
、
纏
　
　
め

蒙
求
読
諦
漢
音
の
様
な
読
諦
伝
承
音
に
お
い
て
は
、
反
切
（
韻
書
）
に
よ
る
学
習
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
字
音
形
を
改
変
修
正
す
る
こ

と
は
な
い
が
、
声
調
に
つ
い
て
は
改
変
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
有
っ
た
。
結
局
日
本
人
に
と
っ
て
声
調
の
習
得
が
難
し
く
安
定
的
な

（15）

伝
承
が
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。

（16）

な
お
、
一
般
に
読
諦
資
料
に
は
、
韻
書
か
ら
引
用
し
た
反
切
音
注
を
書
き
込
ん
だ
実
例
は
甚
だ
少
な
い
。
こ
の
点
、
訓
点
資
料
の
場
合
と

は
異
な
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
、
読
諦
資
料
は
、
そ
の
漢
字
・
漢
文
そ
の
も
の
の
解
読
・
解
釈
が
直
接
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
研
究



の
対
象
と
し
て
の
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
所
に
要
因
が
有
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
付
　
　
論
）

そ
う
い
う
一
般
的
な
傾
向
か
ら
見
れ
ば
、
建
保
本
蒙
求
は
特
異
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
同
様
な
例
が
全
く
無
い
訳
で
は

な
い
の
で
、
最
後
に
そ
れ
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

蒙
求
と
同
じ
く
漢
音
読
の
読
諦
経
典
が
多
数
残
っ
て
い
る
埋
趣
経
の
場
合
も
、
管
見
の
及
ん
だ
範
囲
で
は
一
例
も
反
切
注
を
加
え
た
も
の

（17）

は
存
在
し
な
い
。
恐
ら
く
反
切
に
よ
る
学
習
と
は
無
線
の
ま
ま
で
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
も
の
の
中
に
在
っ
て
、
所
謂
孝

源
版
理
趣
経
と
し
て
知
ら
れ
た
系
統
の
本
は
事
情
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
の
本
奥
書
に
次
の
様
に
有
る
。
「
本
云
／
朱
鮎
者
喜
多
院
御
室
守
覚

法
親
王
／
召
菅
宰
相
薦
長
卿
勘
字
書
任
本
馨
／
被
差
之
墨
鮎
者
登
時
馨
明
師
之
讃
也
云
圭
こ
の
本
と
祖
本
を
共
通
に
す
る
と
思
わ
れ
る
一

本
が
高
山
寺
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
（
第
3
6
由
5
号
）
。
奥
書
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
御
室
御
本
云
／
為
長
勘
字
書
任
本
尊
差
之
讃
習
／
説
相
違

字
等
以
墨
指
馨
云
ミ
／
延
文
五
年
三
月
十
二
日
寓
鮎
早
／
永
和
三
年
十
月
廿
九
日
以
東
寺
観
智
院
／
賢
賓
僧
都
本
寓
鮎
七
返
交
合
幸
／
惣
持

沙
門
賢
遍
／
口
博
云
朱
鮎
ハ
北
院
御
室
召
為
長
卿
被
差
／
馨
墨
ハ
其
比
ノ
聾
明
師
ノ
讃
習
ハ
セ
ル
馨
ヲ
／
被
差
云
ノ
己
上
寓
也
（
以
上
本
奥
）
」
「
正

保
四
年
三
月
六
日
以
心
蓮
院
経
蔵
／
本
寓
取
之
辛
　
金
剛
悌
子
永
弁
」
（
以
下
略
）
。
こ
の
奥
書
に
対
応
し
て
、
高
山
寺
本
の
本
文
に
は
全
巻
に

朱
声
点
が
、
ま
た
所
々
に
墨
声
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
全
巻
に
振
仮
名
で
字
音
形
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
朱
声
点
は
韻
書
（
広
韻
）

の
四
声
に
一
致
し
、
墨
点
は
一
致
し
な
い
。
ま
た
振
仮
名
の
字
音
形
は
韻
書
の
反
切
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
も
の
と
は
一
致
し
な
い
部
分
が
有

っ
て
、
秦
音
を
母
胎
と
す
る
伝
承
漠
音
形
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
書
の
場
合
、
奥
書
に
有
る
様
に
、
朱
四
声
点
の
み
を
韻
書
の
四

声
に
従
っ
て
人
為
的
に
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

墨
声
点
－
其
比
の
声
明
師
の
読
み
方
－
は
伝
承
漢
音
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
上
声
全
濁
字
に
つ
い
て
み
る
と
、
（
●
朱
点
、
○
墨
点
）

0　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　　　0

道
　
堕
　
受
　
在
　
善
　
罪

読
詞
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入
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の
様
に
、
伝
承
漢
音
で
は
去
声
化
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
例
が
多
い
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
、
こ
の
理
趣
経
の
場
合
、
声
調
の
み
が
韻
書
に
従
っ
て
全
て
中
古
音
の
声
調
体
系
に
修
正
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
彼
が
徹
底
的
で
は
な
く
む
し
ろ
窓
意
的
な
様
相
を
呈
す
に
対
し
、
此
が
徹
底
的
で
あ
る
と
い
う
点
に
差
違
は
認
め
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
伝
承
漢
音
の
声
調
に
限
っ
て
韻
書
で
修
正
す
る
と
い
う
行
き
方
は
両
者
に
共
通
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
改
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
彼
の
建
保
本
葉
求
も
加
点
祖
本
は
菅
原
為
長
の
も
の
で
あ
り
、
此
の
理
趣
経
も
亦
菅
原
為
長
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
他
に
類
例

が
容
易
に
見
出
せ
な
い
と
い
う
点
か
ら
は
、
或
い
は
日
本
漢
音
史
と
い
う
点
か
ら
は
為
長
個
人
に
帰
す
べ
き
特
異
な
資
料
と
も
考
え
て
み
な

く
て
は
な
ら
な
い
が
、
然
し
一
方
で
古
辞
書
－
例
え
ば
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
－
で
は
韻
書
の
四
声
通
り
に
声
点
を
差
し
て
い
る
訳
で
あ
っ

て
、
そ
う
い
う
例
と
の
連
続
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
日
本
漢
音
と
い
う
そ
の
全
体
が
「
字
音
形
は
伝
承
の
ま
ま
に
、
声
調
は
韻
書
に
よ
る

支
え
で
」
維
持
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
受
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

韻
書
に
よ
る
声
調
の
修
正
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
漢
音
に
対
立
す
る
呉
音
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
類
例
が
存
す
る
。
時
代
が
降
る
読
詞
音

資
料
で
あ
る
が
、
「
日
相
本
妙
法
蓮
華
経
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
満
寺
刊
複
製
本
に
つ
い
て
み
る
と
、
閉
経
無
量
義
経
、
結
経
観
普
賢
経
と
共

に
、
そ
の
四
声
は
全
て
韻
書
（
広
韻
）
　
に
一
致
し
て
い
る
。
但
し
、
付
刻
さ
れ
て
い
る
仮
名
の
字
音
形
及
び
声
点
で
示
さ
れ
て
い
る
清
濁
の

区
別
は
全
て
伝
承
呉
音
形
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
資
料
の
場
合
に
お
い
て
も
、
四
声
の
み
が
韻
書
の
四
声
へ
と
修
正
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（18）

法
華
経
に
お
け
る
こ
の
様
な
行
き
方
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
な
ぜ
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
今
後
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
必
要
が
有
ろ

う
が
、
先
に
言
及
し
た
様
に
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
四
声
の
伝
承
が
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
所
に
要
因
は
絞
ら
れ
て
行
く
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
古
辞
書
・
音
義
の
音
注
と
漢
音
」
　
（
「
築
島
裕
博
士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
」
所
収
）
。

拙
著
「
日
本
漢
字
音
の
歴
史
」
一
三
八
頁
参
照
。



（3）（4）（5）（6）（7）（8）（9）（10）

聞
卿
的

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（17）

早
川
光
三
郎
「
蒙
求
解
説
」
　
（
「
新
釈
漢
文
大
系
5
8
蒙
求
上
」
所
収
）
　
等
参
照
。

築
島
裕
「
長
承
本
蒙
求
字
音
点
0
」
　
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
十
輯
）
等
参
照
。

築
島
裕
「
長
承
本
蒙
求
字
音
点
0
（
同
補
正
）
0
」
　
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
十
・
十
一
輯
）
　
に
よ
る
。

南
都
秘
笈
複
製
本
に
よ
る
。

こ
の
建
保
本
及
び
次
の
康
永
本
は
共
に
東
寺
旧
蔵
本
で
現
在
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
両
方
共
に
築
島
裕
博
士
蔵
写
真
版
に
依
拠
し

た
。こ

の
ず
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
拙
著
「
日
本
漠
字
音
の
歴
史
」
二
一
九
頁
～
二
三
一
頁
参
照
。

タ

イ

　

ホ

　

シ

ユ

ン

　

ヱ

ン

　

リ

ン

　

キ

ッ

　

リ

ウ

就
中
、
頻
用
さ
れ
る
漢
字
の
音
符
を
手
掛
り
に
し
た
読
み
方
、
堕
、
甫
、
悼
、
倭
、
憐
、
譲
、
籍
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

な
お
本
書
の
天
暦
頃
失
点
の
字
音
注
に
は
「
孫
尊
反
」
「
郵
悉
反
」
な
ど
の
漢
字
に
よ
る
も
の
が
多
数
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
等
は
全
て
仮
名

に
準
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
韻
書
に
よ
っ
た
同
音
字
注
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
本
稿
で
示
す
行
数
は
、
長
承
本
及
び
聖
語
蔵
本
の
如
く
一
行
四
句
で
清
書
さ
れ
て
い
る
本
で
の
行
数
で
あ
る
。

こ
こ
に
言
う
「
旧
系
切
韻
」
と
は
陸
氏
切
韻
系
の
こ
と
で
、
「
切
韻
」
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
の
中
に
は
秦
音
に
基
づ
く
も
の
も
作
ら
れ
て
い
た
。

詳
し
く
は
注
1
引
用
の
拙
稿
参
照
。

こ
の
点
の
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
」
第
二
部
第
五
章
参
照
。

注
1
3
引
用
拙
著
参
照
。

従
っ
て
、
読
諦
音
資
料
の
場
合
に
は
、
時
代
が
降
る
程
韻
書
に
依
拠
す
る
方
法
が
必
要
と
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

漢
音
が
使
用
さ
れ
た
漢
籍
訓
点
資
料
を
例
に
取
れ
ば
、
平
安
中
期
の
「
古
文
尚
書
」
や
「
毛
詩
」
で
は
陸
徳
明
の
「
経
典
釈
文
」
の
反
切
が
書
き

込
ま
れ
、
「
漢
書
楊
雄
伝
」
で
は
そ
の
諸
家
音
義
か
ら
の
反
切
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
　
（
注
1
3
引
用
拙
著
参
照
）
。
そ
し
て
、
「
漢
書
楊
雄
伝
」
に
つ

い
て
み
る
と
、
こ
の
場
合
に
は
そ
の
反
切
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
仮
名
書
音
形
が
見
ら
れ
、
逆
に
声
調
に
つ
い
て
は
反
切
（
中
古
音
）
に
従
わ
な
い
で

当
時
の
伝
承
さ
れ
た
声
調
体
系
に
従
っ
て
加
点
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
何
と
な
れ
ば
、
上
声
全
濁
字
に
去
声
点
の
差
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い

の
で
）
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
所
謂
豪
求
の
様
な
直
読
資
料
と
漢
籍
訓
点
資
料
と
で
は
韻
書
等
の
反
切
に
よ
る
学
習
の
意
味
が
異
な
っ
て
い
た
と
言

え
そ
う
で
あ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
尚
よ
く
検
討
す
る
必
要
が
有
る
。

高
山
寺
蔵
の
一
本
「
理
趣
経
鎌
倉
期
点
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
高
山
寺
蔵
理
趣
経
鎌
倉
期
点
解
説
並
び
に
影
印
」
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
六

読
諦
漢
音
に
於
け
る
学
習
音
の
介
入
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輯
）
　
で
紹
介
し
、
伝
承
漢
音
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。

一
八
四

（
1
8
）
　
兜
木
正
亨
氏
は
、
韻
書
の
四
声
を
法
華
経
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
元
禄
五
年
の
慈
海
本
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
　
（
「
法
華
音
義
類
衆
乾
」
の
解

説）。




